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我が子に会いたい親の会
■　　　　　　はじめの言葉

　それでは、時間になりましたので、我が子に会いたい親の会　○○　グループの定例会を始めます。

今日、司会をします　○○　です。

我が子に会いたい親の会は、親子の引き離し問題に直面した当事者の集まりです。
　このミーティングでは、準備の出来た人から（順番に回しますから、司会者が指名しますから）自分で呼んでほしい名前を言って、今一番話したいことを、話して下さい。
　ここで話されることは、あくまでもその人個人の考えや感じ方として認められ、そのまま受け入れられます。

　それぞれの話しの後には、必要に応じて、他の参加者からの助言や感想が述べられますが、それはあくまでも一当事者の助言や感想として、本人の責任において必要なものだけを持ち帰り、いらないものはこの場に置いていって下さい。
　特定の助言に基づいて行動したその結果については、当会では一切の責任を負いかねますので、くれぐれもご注意下さい。
　この場で話されることは、プライバシーに関わる内容がほとんどです。

　基本的にはすべて個人的な秘密として扱い、本人の許可無く、個人が特定されるような口外はしないで下さい。

（　運営委員により、本日の議事録を取りますが、厳正に管理し、中身は守秘されます）
　このミーティングは、○○時××分までです。途中、○○時頃に10分程の休憩を入れます。（○○時からは、××の話し合いをします。○○時には、会場の原状復帰をします。）

　限られた時間の中で、できるだけ大勢の仲間が分かち合えるよう、時間の分かち合いにご協力下さい。

　今回は、一人○○分以内で、話をまとめて下さい。必要に応じて、残った時間で、他の参加者からの助言や感想が述べられることもあります。

　なお、グループを維持していくには費用がかかります。

　参加費は、○○○円ですので、会計の○○さんに、お支払い下さい。

　また、現在精神科等に通院中の方は、配慮させて頂きますので、事前にお申し出下さい。

それでは、ハンドブックの○○（目的、ステップ等）を読みます。
■　　　　　　　　　目的
　当会は、児童の権利条約を尊重し、正当な理由無く引き離された親子が、適切な形で再会しその後も豊かな交流を持ち続けられるよう、相互支援を行なう。
　また、こうした親子の引き離し問題に関する社会的認知を広め、原因の究明、再発の防止等に努力する。
■　離婚と子ども問題の当事者が　　　　　　　　　回復し成長するための
７つのステップ
①　私たちは、離婚と子どもの問題に直面し、その衝撃の大きさに日々の生活すらままならなくなったことを認めた。 
②　今までの生き方を支えてきた価値観を見つめ直し、他人の評価を恐れることなく、あるがままの自分の心と身体を受け容れようと決心した。 
③　あるがままの自分を発見するために今までの生き方を点検し、両親との関係から始まる人間関係についても点検をおこなった。 
④　そうした点検の結果を、先を行く仲間たちに見せて語りあい、真の自己の発見につとめた。 
⑤　自分の生き方の振り返りを続け、新たに気づいた無理な生き方は勇気をもって変えることを心がけた。 
⑥　自分の命の自然な流れとその意味を実感するようになり、その流れに漂うことの落ちつきを楽しむようになった。 
⑦　これら自分の経てきた成長のステップを、まだ離婚と子どもの問題に苦しむ人々に、正確に伝えた。 

· 　　　７つの原則 
①　優先されなければならないのは、全体の福利である。個人の回復・成長は、引き離された親子たちの一体性にかかっている。 
②　私たちのグループの目的のための最高の権威はただ一つ、親子の絆を守ろうとする自然な思いである。私たちのリーダーは、奉仕の一部を任された者であって、 支配はしない。 
③　わが子の会のメンバーになるために必要なことは、親子の引き離し問題が自分にあてはまると認めることである。 
④　各グループの主体性は、全体に影響を及ぼす事柄を除いて、尊重されるべきである。 
⑤　グループの本来の目的とは、いま苦しんでいる引き離された親子にメッセージを運ぶことである。 
⑥　わが子の会は決して組織化されるべきではない。だがグループやメンバーに対して直接責任を担うサービス機関や委員会を設けることはできる。 
⑦　わが子の会そのものは、外部の問題に意見を持たない。
■　　　　　　終わりの言葉
　時間になりましたので、本日のミーティングはこれで終わります。
　終わりにあたり、もう一度皆さんにお願いがあります。
　今日ここで話し合われたことは、信頼されて分かち合われたことです。

　特に、個人の体験談については、プライバシーに関わることですので、個人が特定されるような形での、無配慮な口外は決してしないで下さい。　私たちの間に、うわさ話しやかげ口がありませんように。
　（なお、この後、懇親会を開きます。皆さんの参加を歓迎しますが、アルコール依存症や暴力等の問題を抱える方につきましては、止む無く参加を見合わせて頂く場合もあります。どうぞご理解の程お願い致します。）
　それでは、今回の私たちの分かち合いが今後の親子の豊かな交流を実現していく一助となることを祈って、閉会と致します。
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